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第 １章   総 説

高 岡 市 におけ る廃 棄 物 処 理 の 概 要

１ ごみ部門

本市の清掃事業は、明治34年（1901年）に業者の請負制度により始まり、幾多の変遷を経て現

在のような市内全域を計画収集区域とした分別収集システムを確立し、逐次、近代的な処理施設

の導入を図ることにより、その適正処理に努めてきた。

平成17年11月１日の旧高岡市と旧福岡町の合併による新高岡市の誕生に伴い、平成20年３月に、

ごみの発生から最終処分に至るまでの適正な処理（リサイクルを含む。）を推進するために必要

な基本的事項を定めた「高岡市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」（計画期間：平成20～29年度）

を策定するとともに、大規模な地震や水害等が発生した場合の応急かつ適正な災害廃棄物の処理

対応を行うため、「高岡市災害廃棄物処理計画」を策定した。

「高岡市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」については、国の廃棄物処理に関する指針の改定、

本市の資源物等の回収方法の変更や廃プラスチック類のサーマルリサイクルが本格的に実施され

る等、ごみを取り巻く社会情勢が変化してきたことから、平成24年３月に計画の改定を行った。

また、家庭系ごみ・資源物の分け方と出し方については、合併後も旧高岡市と旧福岡町で異

なったごみの分別・収集をおこなっていたが、広域圏新ごみ処理施設（高岡広域エコ・クリー

ンセンター）の平成26年10月から本格稼働に併せて、燃やせないごみの分別・収集の統一をお

こなった。

処理方法の見直しにより、中間処理施設（リサイクルプラザ・福岡リサイクルセンター）を

廃止し、これを高岡・福岡ストックヤードとして市民がごみを直接持ち込み出来る施設として

活用している。

（１） 収集事業

ごみの収集運搬は、昭和８年、荷車により市街中心部の各戸週１回の積込収集で開始された。

その後、隣接町村との合併やごみの増加等に伴い、ステーション方式の導入や収集車両の機械

化を図り、衛生的処理と収集効率の向上に努めてきた。

一方、近年の社会経済の発展や生活水準の向上に伴い大量に排出され、かつ再生資源としての

利用が可能な容器包装廃棄物を処理するため、平成７年６月に「容器包装リサイクル法」が公布

された。

高岡市では、平成８年11月に「高岡市容器包装廃棄物分別収集計画」を策定し、市民の理解と

協力を求めながら、より一層の分別排出・分別収集の徹底と分別の細分化の実施、ごみの適正処

理体制の確立に努めていくこととし、平成９年４月からは牛乳パック、平成10年10月からは飲食
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用の缶・ビン・ペットボトルの収集を開始した。

さらに、平成11年７月に策定した「第二期高岡市容器包装廃棄物分別収集計画」に基づき、平

成14年度から「プラスチック容器」と「紙箱・包装紙」の全市域収集を実施したことにより、容

器包装リサイクル法に規定する8種10品目全てについての分別収集体制を確立した。

平成26年10月からのごみの分別の見直しにより、飲食用の缶・びん・ペットボトルが専用指定

袋（黄色い袋）(高岡地区)で一括して集積場に出されていたものを、それぞれ分別して集積する

こととした。

（２） 処理事業

①焼却施設

昭和８年、内免地内に処理能力40㌧/日の焼却炉を建設し、本格的な処理事業を開始した。

昭和39年に長慶寺地内に新たな焼却炉を建設し、ごみを焼却処理してきたが、増え続けるごみ

量と多様化するごみ質に対応しきれなくなったため、隣接する室内温水プールへ余熱を供給する

設備を完備した270㌧/日の処理能力を擁する全連続燃焼式焼却炉を建設し、昭和55年から稼働さ

せた。

また、近隣市町村との広域処理については、高岡地区広域圏事務組合管内３市（高岡市、氷見

市、小矢部市）での共同により、ごみ処理施設整備事業を行うこととし、平成10年４月から同組

合事務局内に推進体制を設置し、平成24年９月には、ごみ処理施設建設工事の着手、平成26年10

月から本稼働を開始したところである。旧焼却施設については、新ごみ処理施設の稼働に伴い、7

月に焼却停止、９月末に施設を廃止した。

②高岡ストックヤード（旧リサイクルプラザ）

平成10年９月に、ごみの減量化・資源化を市民ぐるみで推進する拠点として展示室・工房・研

修室等を備えた、処理能力46㌧/５ｈの廃棄物再生利用総合施設であるリサイクルプラザを建設し、

粗大ごみの適正処理やごみの減量化・資源化を啓発する活動に取り組んでいた。

なお、平成26年10月からのごみの分別の見直しで、平成26年9月末にリサイクルプラザを廃止し、

10月１日から高岡ストックヤードとして活用している。

③福岡ストックヤード（旧福岡リサイクルセンター）

平成14年３月に、福岡地区において、処理能力2.36㌧/５hの容器包装廃棄物の再生利用施設を

建設し、容器包装廃棄物の資源化に取り組んでいる。

なお、平成26年10月からのごみの分別の見直しで、平成26年9月末に福岡リサイクルセンターを

廃止し、10月１日から福岡ストックヤードとして活用している。
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（３） 最終処分場（不燃焼物処理場）

本市の不燃焼物処理場は、昭和43年に国吉地先の山間地に6,292平方メートルの用地を取得し、

同年10月からサンドイッチ方式による埋立を開始した。その後、増加する燃やせないごみに対処

するため遂次敷地の拡張に努めてきた。埋立処分場の本格的整備としては、昭和54年から57年に

かけてＡ地区・Ｂ地区（埋立容量533,000立方メートル）を行い、平成10年度にはＣ地区（埋立容

量112,000立方メートル）平成19～20年度にはＤ地区（埋立容量115,000立方メートル）を整備し、

漏水検知システムを備えるなど一般廃棄物の適正処分に努めながら本処分場の延命化を図ってき

ている。

特に、平成26年10月からのごみの分別の見直しで、これまで埋め立てごみ（陶磁器類）として

出されていたびんが本来の資源物として出されることになり、埋め立てごみが減少し、不燃焼物

処理場の延命化につながっている。

２ し尿部門

戦後、わが国の農業がそれまでの人肥、堆肥から化学肥料によるものへ転換したことや、衛生

的なし尿処理が必要となったことから、昭和34～36年度及び昭和37～38年度にかけて計画処理量

80㎘/日の嫌気性消化処理方式によるし尿処理施設を建設し、昭和36年度から稼働を開始した。そ

の後、搬入量の急激な増加等により、昭和48年度に嫌気性消化槽を増設を行ったが、施設各所に

経年的な老朽化が目立っていた。

平成12年度から同敷地内において、スクラップアンドビルド方式にて建設工事に着手し、好気

性消化槽の設置により合計処理量を66㎘/日として、生し尿については平成14年４月より一部供用

を開始した。浄化槽汚泥の処理施設については、平成15年３月に竣工し、「高岡市し尿処理施設」

として稼動している。

また、平成17年11月に合併した福岡区域は、砺波地方衛生施設組合の処理施設「クリーンシス

テムとなみ」において、し尿・浄化槽汚泥・集落排水汚泥の処理をしている。



第 ２章 組  織
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第 ２ 章   組  織

１．機 構（平成 27 年４月１日）

（単位：人）

市民生活部
市民生活部長  1

地域安全課

男女平等・共同参画課

市民課

伏木・戸出・中田各支所、高岡斎場、地区連絡センター(13ヶ所)

男女平等推進センター、オタヤ市民サービスコーナー

市民生活部理事・次長 １

環境サービス課

不燃焼物処理場

担当と職員数 （4担当･79）

総務

ごみ減量化・
リサイクル推進
（高岡ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ）
（福岡ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ）

収集・環境指導

3

16（1）
(7)
(3)

55（1）

業務

参事・課長  1

場 長    1

課長補佐  （1）
  （計 74）

  （計 5）

清掃事業部門

   4

共創まちづくり課
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２．事務分掌

（１）環境サービス課

総務担当
① 一般廃棄物処分の許可に関すること
② 高岡広域エコ・クリーンセンターへの搬入許可等に関すること
③ 高岡市衛生公社に関すること
④ 砺波地方衛生施設組合との連絡調整に関すること
⑤ 高岡地区広域圏事務組合との連絡調整に関すること
⑥ し尿処理対策審議会に関すること
⑦ 労働安全衛生委員会に関すること
⑧ 四屋し尿処理施設の予算等に関すること
⑨ 庶務全般に関すること

ごみ減量化・リサイクル推進担当
① 循環型社会づくりに関すること
② ごみ減量化、資源化及びリサイクルの推進に関すること
③ 高岡・福岡ストックヤードに関すること
④ 四屋し尿処理施設に関すること
⑤ 旧福岡町最終処分場に関すること
⑥ ごみ減量化・資源化及びリサイクルの総括に関すること
⑦ 一般廃棄物の処理計画に関すること
⑧ 旧環境クリーン工場の解体計画に関すること
⑨ 廃棄物減量等推進審議会に関すること
⑩ ごみの分別の見直しに係る調整に関すること
⑪ 域外ごみ処理に関すること
⑫ 一般廃棄物の資源化対策に関すること
⑬ 清掃事業概要に関すること
⑭ 資源物持ち去り対策に関すること
⑮ 家庭系一般廃棄物の減量化・資源化の啓発・促進に関すること
⑯ 事業系一般廃棄物の減量化・資源化の指導・啓発に関すること
⑰ 資源再生品集団回収事業奨励金に関すること
⑱ 四屋し尿処理施設に関すること
⑲ 高岡ストックヤードからのごみ搬出に係る業者との連絡調整に関すること
⑳ 高岡ストックヤードにおけるごみの受入及び運搬業務に関すること

収集・環境指導担当
① 一般廃棄物の収集・運搬計画の策定に関すること
② 一般廃棄物分別及び収集の指導・啓発に関すること
③ ごみ収集業務委託業者との連絡・調整に関すること
④ 公衆便所の維持管理に関すること
⑤ 衛生害虫の駆除に関すること
⑥ 市民の手による美しいまちづくり推進条例の啓発に関すること
⑦ 美しいまちづくり高岡市民連絡会議に関すること
⑧ 環境美化重点地区の指導に関すること
⑨ 美しい海岸の保持に関すること
⑩ 水害時の防疫に関すること
⑪ ひとり暮らし高齢者の個別収集に関すること

（２）不燃焼物処理場

業務担当
① 不燃焼物処理場の受付及び振込手数料に関すること
② 不燃焼物処理場の破砕、転圧及び場内整地に関すること
③ 浸出液処理施設の運転及び維持管理に関すること
④ 埋立処分地集排水施設の維持管理に関すること
⑤ 不燃焼物の投入監視、指導に関すること
⑥ 不燃焼物処理場の施設管理及び環境保全に関すること
⑦ 水質の測定及び分析に関すること
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３．職員配置

                               （平成 27 年 4月 1日）

区   分
環境

サービス課

不燃焼物

処理場
計

一
般
職

参 事・課 長      １      １

場 長      １      １

課長補佐      １      １

主 幹           

副主幹      ２      ２

主 査      ２      ２

主 任           

主 事      ３      ３

小 計      ９      １ 10

技
能
労
務
職

主任業務指導員      ７      ７

監理運転手      １      １

監理業務士（兼）運転手      ２      ２

主任運転手      ３      ３

主任技士      ４      ４

主任技士（兼）運転手      ８      ８

主任業務士（兼）運転手 32 32

主任業務士（兼）整備士      １      １

主任業務士      ２      ２

技士（兼）運転手      １      １

業務士（兼）運転手      ６      ６

業務士      ２      ２

小 計 65      ４ 69

合 計 74      ５ 79



第 ３章 予算、決算及び原価



1　概要

　 平成27年度のごみ処理及び美化事業等の歳出予算は、17億0551万円であり、本市の予算

（一般会計665億5,509万円）に占める割合は、約2.56％となっている。

2　予　算
平成27年度清掃事業の主要施策は次のとおりである。

①　収集運搬業務及び受入施設の効率的な運営

・　高岡広域エコ・クリーンセンター稼働に伴う収集業務、収集体制の変更

・　高岡ストックヤード及び福岡ストックヤードの安全運転管理

・　収集業務の一部民間委託

②　ごみの減量化、資源化の促進

・　ごみの分別収集による資源化の促進

・　ごみ処理の民間委託の拡大　

・　ごみ自家処理機材購入補助金交付制度

・　資源再生品集団回収事業奨励金交付制度

③　分別収集の徹底

・　集積場設置補助金交付制度、カラス被害対策用集積場設置補助金

・　ごみの出し方カレンダーの作成配布

・　集積場用のごみの出し方ガイド一覧表の作成配付

④　環境美化活動の推進

・　美しいまちづくり高岡市民連絡会議を中心とした清掃実践活動

・　衛生害虫駆除を図るため、薬剤の無料配付

・　不法投棄の防止

・　高岡市市民の手による美しいまちづくり推進条例の普及・推進

（単位:千円）

(1)　歳　入
（単位:千円）

《歳　出》

24,000

96,196

72,196

計

諸収入

本年度 比較

《歳　入》

国庫補助金

内容

県補助金

58,845

0

0 0 0

0

小計

雑 入

市 債

ごみ処理受託事業

一般廃棄物処理手数料

持込手数料　他
203,626

△ 1,3006,1004,800

305,922

説　明

小矢部市の可燃ごみ（広域ごみ処理
施設稼働により本年度より歳入はな
い）

清掃手数料 262,471

0

△ 24,000

0

前年度

資源再生品売却代他

新ごみ分別運搬車両等車両購入事
業

305,962

△ 57,505

△ 33,505

40

38,691

38,691

第 ３ 章　予算、決算及び原価

使用料

及び手数

料

262,471

（86%）

国庫・県

支出金

0

（0%）

諸収入

38,691

（13%）

市 債

4,800

（1%）

清掃

総務費

1,659,723   

（97%）

工場

管理費

0

（0%）

環境衛生

総務費

45,783

（3%）

3億

0,596千円
17億

0,551千円
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(2)　歳　出

その他事業費

26,584

34,397

福岡環境衛生事業

※施設機能の変更に伴い、事業の統廃合により、事業費目
を変更した

砺波地方衛生施設組合分担金

0

20,629

ごみ収集事業費

ごみ減量化・資源化事業費

清掃施設管理費

654,189

高岡地区広域圏事務組合（ごみ共同処理）分担金

ごみ受入施設管理事業費

2,310

21,790

723

316,332

△ 13,032

△ 283,637

※環境クリーン工場閉鎖に伴い、旧環境クリーン工場の施
設維持費については、清掃施設管理費にて予算計上

工
場
管

理
費

清
　
掃
　
総
　
務
　
費

計

△ 269,475

137,584

1,989,143

1,942,230

主な事業

環境共生まちづくり事業

1,672,755

413,850

269,475

合計

△ 282,507

（単位：千円）

目

環
境
衛
生
総
務
費

45,783

本年度当初

46,913
美しいまちづくり事業

25,154

0

循環型社会づくり事業

啓蒙・啓発事業（※他の事業費にて予算計上）

1,705,506

1,659,723

比較前年度当初

1,659,723

△ 1,130

26,430

25,534

不燃焼物処理場管理事業費

清掃業務施設管理事業費

し尿処理事業費

四屋し尿処理施設管理事業費

福岡し尿処理事業費

8



(3)　歳出予算の推移（当初予算）

３　決算及び原価（環境美化関連事業含む。）

(1)　 決算の推移

(2)　経費の内訳

環境衛生総務費

区分

53,851

679,484

一般会計

23 24

計（ａ）

（単位：千円）

年度

573,348工場管理費

清掃総務費

53,244

1,736,595 1,940,501

13,344
人口一人当たりの

割合　（ａ）（ｂ）

一般会計に占める

歳出予算（ｂ）

一世帯当たりの

2,359,119

清掃等予算（円）

1,672,755

52,077

269,475

25

1,625,784

46,913

26

38,990

14,445

30,111

1,989,1432,363,187 2,562,193

11,285

世帯当たり1人当たり1ｔ当たり

2,204,074

総務費

（ｔ）

処理量

区分

年度

12,527

74,048,818

3,524,548

一般会計　総計

177,381

72,927,296

年度

区分

37,131 36,880

26

25

24

23

22

2,743,940

2,204,074

1,825,810

2,255,219

175,94458,056

（千円）

清掃総務費

68,882,354

環境衛生総務費

3.7%3.2%3.3%

計

清掃等予算（円）

3.0%

工場管理費

13,431

70,423,550 68,591,292

569,615

27

45,783

1,659,723

0

66,555,094

1,705,506

1,825,810 2.2%

1,551,662 1.8%

2.6%

9,742

2.9%

25,661

26

（単位：千円）

83,931,341

1,440,662

0.1%

3,524,548

82,217,169

713,121 1.0%

1.9%

231,256

42,892

23

50,291 0.1%

0.8%

2.9%

0.1%

2,111,566

44,784

3.6%

0.7%

4.3%

44,238

2,941,958

538,352 0.3%

0.1%

25

56,581

58,862

58,130

65,714

64,077

63,535

59,497

176,792

71,635,444

(人）

176,259

決　算　額　 年間 世帯数
総人口

10,430

35,496

34,397

41,756

53,353

175,061

15,469

27,47132,269

38,796

37,965

46,119

66,061

経　費　内　訳　(円）

19,996

（戸）

59,878

12,756

66,462

3.8%2,743,940

24

587,590

9



第 ４章 処理施設及び車両
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第４章 処理施設及び車両

１ 処理施設配置図

施  設  名 所  在  地

(1) 高岡市環境サービス課（職員棟）

高岡市長慶寺６４０番地(2) 高岡ストックヤード

（旧環境クリーン工場、旧リサイクルプラザ）

(3) 高岡市不燃焼物処理場 高岡市手洗野尾久保１８番地

（四屋浄化センター内）  
高岡市四屋６３２番地１

(4) 高岡市し尿処理施設

(5) 福岡ストックヤード

（旧福岡リサイクルセンター）
高岡市福岡町矢部７８４番地

(1)高岡市環境サービス課（職員棟）

(2)高岡ストックヤード

（旧環境クリーン工場、旧リサイクルプラザ） 四屋浄化センター内

(4)高岡市し尿処理施設

(5)福岡ストックヤード

（旧福岡リサイクルセンター）

(3)高岡市不燃焼物処理場
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２ ごみ処理施設の概要

(1) 環境サービス課職員棟

名 称 高岡市環境サービス課職員棟

所 在 地 高岡市長慶寺６４０番地

着工年月 平成６年６月 竣工年月 平成７年５月

敷地面積 １，６２８㎡

建築面積 ４７１．０７㎡（延床面積１，３５１．７３㎡）

建 設 費 ３５２，０５４千円

設計監理 高岡市

環境サービス課職員棟

車庫棟
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(2) 焼却処理施設（平成 26 年 7 月４日に受入を停止、7 月 10 日に埋火、9 月末に廃止）

施 設 名
高岡ストックヤード

（旧環境クリーン工場）

所在地 高岡市長慶寺６４０番地

着 工 年 月 昭和 53 年 8 月 竣工年月 昭和 55 年 3 月

設計・施工 日本鋼管株式会社

総 事 業 費 ２，５７８，８００千円

財源内訳（千円） 国庫補助金：1,273,900 起債：1,218,500 一般財源：86,400

敷地面積 7,160 ㎡
建築面積 2,821 ㎡

延床面積 5,318 ㎡

ダイオキシン類対策整備工事

着工年月 平成 13 年 6 月 竣工年月 平成 15 年 3 月

整備事業 ３，９９４，９３５千円

財源内訳（ 千 円 ） 国庫 1,696,600  起債 1,988,200  一般財源 307,635  県補助金 2,500

焼 却 炉 型式：連続燃焼式焼却炉 公称能力 270t／日（90t／日×3 炉）

公
害
防
止
設
備

集じん

設備
ろ過式集塵機

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

排ガス中の測定値
「法規制値：5ng－TEQ/㎥ N」

測定年度 1 号炉 ２号炉 3 号炉

有害ガス

除去装置

乾式ｱﾙｶﾘ剤噴霧装置

活性炭噴霧装置
平成 24 年度 0.084 0.026 0.034

集じん機

灰処理
薬品固定化処理 平成 25 年度 0.052 0.022 0.031

排水

処理施設

凝集沈殿処理

生物処理
平成 26 年度 0 0.026 0.042

余熱利用
工場内及び環境サービス課､隣接する温水プールへ熱源を供給

※平成 26 年 7 月 10 日焼却炉停止以降、熱源供給を行っていない。

旧環境クリーン工場
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(3) 廃棄物再生利用総合施設（平成 26 年 9 月末廃止、10 月 1 日からストックヤードとして活用）

施 設 名
高岡ストックヤード

（旧リサイクルプラザ）
所 在 地 高岡市長慶寺 640 番地

着 工 年 月 平成８年８月 竣 工 年 月 平成１０年９月

設計・施工 日本鋼管株式会社 施 工 監 理 株式会社環境工学ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

敷 地 面 積 ３，７３３㎡ 建 築 面 積
２，１３０．４１㎡

（延床面積 4,303．24 ㎡）

総事業費 2,052,790 千円（工事請負費 2,013,650 千円 監理委託費 39,140 千円）

財源内訳

（千円）
国庫補助金：1,023,819 起債：1,001,000 一般財源：27,971

処 理 方 法 併設設備（破砕・選別・圧縮包装）

能   力 46 トン／日（５Ｈ）

主な設備機器

低速二軸式粗破砕機、縦型高速回転式破砕機、剪断式可燃物破砕機、破袋機、除

袋機、スチール選別機、アルミ選別機、スチール缶選別機、アルミ缶選別機、び

ん自動色選別機、スチール缶圧縮機、アルミ缶圧縮機、ペットボトル圧縮機                                                 

※ペットボトルは手選別

高岡ストックヤード（旧リサイクルプラザ）
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(4) 埋立処理施設及び浸出液処理施設

① 埋立処理施設

施 設 名 高岡市不燃焼物処理場 所 在 地 高岡市手洗野尾久保１８番地

敷地面積 246,500 ㎡ 埋立面積 99,800 ㎡ 全体容量 760,000 ㎥

埋立方式 サンドイッチ方式による準好気性埋立

竣工年月 昭和５７年１０月  平成１１年６月（Ｃ地区）  平成２１年３月（Ｄ地区）

設 計 高岡市

総事業費 ２，２０７，８６６千円（浸出液処理施設施工監理業務費含む）

設 備

よう壁等流出防止設備、発生ガス処理施設、浸出水貯留設備、雨水等集排水設

備、保有水等集排水設備、しゃ水設備（２重ｺﾞﾑｼｰﾄ張り、保護マット）、漏水検

知システム

② 浸出液処理施設

施 設 名 高岡市浸出液処理施設 所 在 地 高岡市手洗野尾久保１８番地

床 面 積 １７２．６８㎡

処理能力 ５００㎥／日

処理方式
凝集沈殿処理＋生物酸化処理（回転円板接触法）+高度処理（活性炭+水銀キレ

ート・一般重金属キレート）

竣 工 昭和５６年５月  平成２１年３月

設 計 高岡市

総事業費 ５５８，０００千円
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埋立地断面図

水処理のしくみ



16

(5) し尿処理施設

施 設 名
高岡市し尿処理施設                                                 

（四屋浄化センター内）
所 在 地 高岡市四屋 632-1

敷地面積
2,600 ㎡                                                                                             

（全体面積 29,691 ㎡）

建築面積                                                                                      

（床面積）

623.0 ㎡                                                                                        

（1,109.6 ㎡）

事業費

総事業費 1,123,290 千円                                  

（工事請負費1,083,810千円）                                                                                    

（事前調査費 39,480 千円）

財源内訳
起債    950,000 千円                                                             

一般財源 173,290 千円

設計・施工監理 (株)中部設計

着工年月 平成 12年 12 月 竣工年月 平成 15年 3月

処理方式 好気性消化 希釈水 下水処理水

処理能力

６６ｋℓ／日

内 訳

1次処理装置 好気性消化槽：３槽

2次処理装置 下水処理施設（活性汚泥方式）

放流先 千保川（小矢部川水系）

脱臭設備 酸、アルカリ洗浄・活性炭吸着方式

汚泥処理 下水処理施設（脱水・焼却）

備考 下水処理場内に併設（2次処理・汚泥処理）

                                                      

                                                              

し尿処理施設

生し尿     30kℓ 平成 14年 4月 供用開始

浄化槽汚泥  36kℓ 平成 15年 3月 供用開始
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(6) 廃棄物再生利用施設（福岡地域）

（平成 26 年 9 月末廃止、10 月 1 日からストックヤードとして活用）

施 設 名
福岡ストックヤード

（旧福岡リサイクルセンター）                                                                                     
所 在 地 高岡市福岡町矢部 784 番地

着工年月 平成 13 年 7月                                                               竣工年月 平成 14 年 3月                                       

設計・施工

（管理棟）塩谷・加越能特定建設

工事企業体（施工のみ） 施工監理
（管理棟）㈱中部設計（設計含む）                                                          

（工場棟）㈱中部設計
（工場棟）富士電機システムズ㈱                                                     

敷地面積 3,487.99 ㎡ 建築面積

（管理棟)

（工場棟）

（ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ棟）

366.07 ㎡                                                                                           

600.00 ㎡                                                                                                

199.26 ㎡

総事業費 293,580 千円（廃棄物処理施設整備費国庫補助金（環境省））

処理方式 圧縮式・再生ペットバンド結束式・袋詰め＋ＰＰバンド結束式

能  力 2.36 ﾄﾝ／日（5Ｈ）

設  備
投入ステージ・缶類圧縮機・プラスチック類、紙類圧縮梱包機・ペットボトル圧縮梱

包機・ストックヤード・トラックスケール

福岡ストックヤード（旧福岡リサイクルセンター）
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3 車 両

（平成 27 年４月１日）(単位:台)

区 分 環境サービス課 不燃焼物処理場 合 計

収
集
車

機械車 22 22

運搬車（トラック） 9 2 11

特
殊
車

ショベルローダー 2 2

コンパクタ

パワーショベル 1 1 2

ホイールローダー 7 1 8

フォークリフト 4 4

ブルドーザー 1 1

連絡車 6 1 7

合 計 51 6 57

ハイブリッド式ごみ収集車



第 ５章 ごみ処理



１　一般廃棄物の計画処理区域

高岡市全域 209.42ｋ㎡

２　一般廃棄物の収集処理形態

第５章　ごみ処理

面積 人口 175,061人（平成27年3月末現在）

埋め立てごみ

燃
や
せ
な
い
ご
み

収集回数
収集
方法

収集
主体

2回／月
ｽﾃｰｼｮ
ﾝ方式

直営
委託

直営
委託

高分子系ごみ

高岡市し尿処理施設
　（一次処理後、下水道放流）
クリーンシステムとなみ
　（膜分離高負荷脱窒素処理）

事
業
系
ご
み

燃
や
せ
な
い
ご
み

（選別・破砕）民間処理施設

（埋立）高岡市不燃焼物処理場

乾電池等有害ごみ （選別・資源化）民間処理施設

（埋立）高岡市不燃焼物処理場

（破砕）民間処理施設
（焼却）高岡広域ｴｺ・ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

木質系廃棄物、魚腸骨、生ご
み

処理施設及び処理方法

（焼却）高岡広域ｴｺ・ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

廃棄物の種類

燃やせるごみ

家
庭
系
ご
み

2回／週
ｽﾃｰｼｮ
ﾝ方式

（選別・圧縮・梱包）
民間処理施設
※拠点回収を含む（プラスチック
容器除く）

資源再生品

容器包装廃棄物

飲食用缶類（ｽﾁｰﾙ缶・ｱﾙﾐ缶）、飲食用
びん（無色、茶色、その他色）、飲食用
ペットボトル、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ容器、紙箱・包装
紙、紙ﾊﾟｯｸ･段ﾎﾞｰﾙ

金属・家電品類、古紙類

（選別）
民間処理施設
※拠点回収含む

自己搬入又は申込みによる
戸別収集（有料）又は市許可

業者による収集運搬

集積場に出せないごみ
（１ｍを超える粗大ごみ等）

木質系廃棄物

（資源化）民間処理施設
（焼却）高岡広域ｴｺ・ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

（破砕・選別）民間処理施設
（焼却）高岡広域ｴｺ・ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

（選別・圧縮・梱包）民間処理施設

燃やせるごみ

（選別・破砕）民間処理施設
（埋立）高岡市不燃焼物処理場

（焼却）高岡広域ｴｺ・ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

不燃ごみ

し尿、浄化槽汚泥
市許可業者（3業者）によ
る収集運搬

資
源
物

自己搬入、地元自治会の同意を得て
事業系燃やせるごみ袋（１回につき２

袋まで）を使用して集積場に出す又
は市許可業者による収集運搬

自己搬入又は市許可業者に
よる 収集運搬

集団回収分（古紙類、金属類、びん類、布類）

粗大ごみ等
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４　収集区域

高岡区域可燃物収集

定塚・野村・能町－ 全地域 横田、西条、川原、東五位、福田－ 全地域

牧野・伏木・古府・中田－ 全地域 小勢、佐野、木津、立野－ 全地域

福岡・西五位・赤丸－ 全地域 山王・大滝・五位山— 全地域

下関－ 上関二区以外 太田・守山・二上・国吉・石堤－ 全地域

二塚－ 上伏間江・下伏間江 下関－ 上関二区

平米－ 片原中島町・片原町・高片原町 二塚－ 上伏間江・下伏間江以外の町内

丸の内・本町・本丸町・あわら町 平米－ 御馬出町・一番町・守山町・千木屋町

広小路・坂下町・小馬出町・源平町 三番町一部・木舟町一部・片原横町

堀上町一部・三番町一部・木舟町一部 一部・堀上町一部

片原横町一部・堀上町一部 成美－ 京町・木町・五福町・新成町・大町

成美－ 向野町・向野本町・江尻・宝町・鶴寄町 開発本町・大町・熊野町一部

大坪町・春日丘・江尻新町・明野町 博労－ 蓮美町・利屋町・永楽町・泉町・鐘紡町

熊野町一部 清水町・風呂屋町・博労本町・博労町

博労－ 大工中町・大鋸屋町・白金町・ 旅籠町・二番町・中島町・鴨島町・通町

南幸町一部・関町一部・鴨島一区一部 南幸町一部・関町一部・鴨島一区一部

戸出－ 狼・曙町・伊勢領・市野瀬・市野瀬新 戸出－ 醍醐・西部金屋・石代・吉住・吉住新

戸出町一部 大清水・春日・竹・光明寺・六十歩

放寺・放寺新・行兼・岡御所・徳市

戸出六丁目・戸出七丁目・戸出町一部

月・木収集地域

地　域

　　平成２７年4月1日現在、燃やせるごみステーション（3,696ヶ所）、燃やせないごみのステーション
（1,279ヶ所）が設置されているが、ごみ集積場設置基準を定めて住民の協力と理解を得ながら、燃やせる
ごみのステーションは約20世帯に１ケ所、燃やせないごみのステーションは約５０世帯に１ヶ所設置するよ
うに指導し、縮減に努めている。

（平成27年4月1日現在）

火・金収集地域区　　分

３　ごみ集積ステーション
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高岡区域不燃物収集

月－ 川原 月－ 東五位・立野

火－ 西条 火－ 横田・石堤

水－ 二上・能町・野村・木津・国吉・太田 水－ 定塚・下関・博労・戸出全域・山王・大滝

福岡・西五位・赤丸 五位山

木－ 平米・福田・小勢・中田 木－ 伏木・古府

金－ 守山・二塚・牧野 金－ 成美・佐野

可燃物収集区域データ

不燃物収集区域データ

5,639t

年間ごみ収集量

954t

第２・４週収集地域
　曜　日

区　分

地　域

1,799箇所

年間ごみ収集量

第１・３週収集地域

集積場の数 1,118箇所 161箇所

集積場の数 1,897箇所

14,924t 12,763t

区分 委託収集区域 直営収集区域
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５　ごみの排出量（※他市からの搬入ごみを除く。）

(1) ごみ排出量の推移

① 家庭系ごみの内訳（市収集ごみ）

② 事業系ごみの内訳（直接搬入ごみ）
（単位：t)

35,806

2,737

5,603

資源再生品
集団回収

（※42頁参照）
合　計

（直接搬入）

総排出量

2,703

2,635

容器包装
廃棄物

2,696

燃やせる
ごみ

（単位：t)

（単位：t)

71,766

67,090

36,394

35,782 29,326 70,433

66,261

64,412

35,806

27,824

事業系ごみ

5,73958,130

3,873

4,468

5,001

5,325

4,571

208

木　質

燃　や　せ　な　い　ご　み

7,779

912

資源
再生品

粗大ごみ 小　計

63,869

70,015

34,280 62,104

5,505

4,986

65,108

年度

22

23

24 29,867

35,373

家庭系ごみ

（市収集）

22,324

29,039

6752,381

25

26

年度

23

1,855

24

25

22

26

290

2,79027,687

28,742 2,654

2,196

29,176

28,720

28,027

0

0

0

806

747 6,593

公共ごみ

985

958

942

837

864 0

陶磁器類 高分子系

843

35,373

36,394

35,782

34,280

6,653

7,218

7,040

26

25

24

23

22

年度

20,549

21,201

2,668

合　計 指 数

98.8

100.0

1,851

1,921

1,939

2,010

1,109

124.6

指　数

100.0

109.6

112.4

110.3

105.0

95.7

99.9

101.6

130.1

133.8

22,324

29,039

29,867

131.4

指　数合　計燃やせるごみ 不燃物 その他

100.020,286 0

20,363

21,030

粗大ごみ

1,006

1,002

1,380

1,234

870

824

1,093

517

502

681 27,824

29,326
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(2) 市民１人当たりの排出量

(3)１日１台当たりの収集量、走行距離

１日１人

当たり（ｇ）

１日１世帯

当たり（ｇ）

554.88

1,544.01

98.10

562.12

1,517.33

世 帯 主（世帯）

１日当たり（ｔ）

183.81

66,462

191.30

63,535

67,090

2,765.61

99.71

2,992.04

176,792

22

70,015

64,077

家
庭
系
ご
み

排
出
量

人　口（人）

１日１世帯
当たり（ｇ）

家庭系ごみ排出量（ｔ）

総排出量（ｔ）

6.4

1.8

1.6

1.6

26

35,806 35,373 36,394

63,869

6.5

6.5

22

年 　度

26

175,944

23

71,766

65,714

24

23

177,381

24 25

6.2 1.4 65.0

60.0

60.0

2,985.44

989.77

175,061

35,782

70,433

66,061

176,259

2,921.04

192.97

34,280

1,413.11

93.92

1,049.97

１日当たり（ｔ）

2,754.13

174.98 196.62

1,508.30

１日１人
当たり（ｇ）

98.03

1,094.791,108.46

走行距離

（ｋｍ／日）

549.31

96.65

1,087.27

536.49556.19

1,483.98

25 6.5 1.8 61.0

年度

項目

可燃物 不燃物

収 集 量（ｔ／台／日）

63.0
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６　ごみの処理･処分量
（１）平成26年度ごみ処理実績フロー

<資源再生品> 3,128
2,381

20,549

1,514 747

201 2,790

　　計 1,398

1,108

選別古紙 284

＜粗大ごみ＞ 870

木質系 ＜民間処理施設＞ 5,523
木質系 3,672

魚腸骨 1,630

生ごみ 221

合計 12,311

焼却残灰 ＜金属類＞ 705
（小矢部市） 破砕金属 675

30

＜古紙類＞ 1,239
＜容器包装廃棄物＞ 3,060

ｽﾁｰﾙ缶 127

ｱﾙﾐ缶 140

5,034 ｶﾞﾗｽｶﾚｯﾄ 684

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ 350

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ容器 1,075

段ﾎﾞｰﾙ 379

紙ﾊﾟｯｸ 12

不燃物 293

＜再使用びん＞ 40
3,873

＜その他＞ 2,733
815

60

1,630

681 221

市収集陶磁器類 バイオ燃料 4

675 紙原料 3

計 1,356 11,650

　小矢部市他

ｴｺ･ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

焼 却 処 理

49,951

可燃物

紙箱・包装紙

民間不燃物

<容器包装廃棄物>

（7月まで環境クリーン工場）

燃やせないごみ

《不燃焼物処理場》

12,669

乾電池・蛍光灯

紙箱･包装紙

廃ﾌﾟﾗ(RPF)

＜木質チップ＞

105

焼却残灰

資 源 化 処 理

埋 立 処 理

計

魚腸骨

堆肥化

6,495

破砕残さから選別された金属

（選別・破砕・圧縮・梱包等）

150

《リサイクル関連施設》

50,507

914

資  源  化

＜市収集＞ 27,687

157

201

高岡広域

　木質系

（単位：t）

　燃やせるごみ

＜直接搬入＞ 22,264

　民間分

燃やせないごみ

市収集資源

（段ﾎﾞｰﾙ・紙ﾊﾟｯｸ・生びん含む）

市収集高分子

缶・びん・ﾍﾟｯﾄ

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ容器
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3,198

13,341

金属
類

2,836

35,390 35,390

(2) 環境クリーン工場の搬入・処理量の推移（～H26.7.4）

(3)高岡広域エコ・クリーンセンターの搬入・処理量の推移（高岡市分）　（Ｈ26.7.7～） 　　　　　　　　　　　　　（単位：ｔ）

搬入 処理

民間等

（単位：ｔ）

小計

26

焼却残灰

14,682

13,869

1,315

古紙
類

7566,965

1011,258

95743

814

計

13,341

6,965

水分

1,605 110

40 12,669

89

914

1151,234

5.0

6.4

5.5

48.5

52.8

51.4

52.2

4.6

4.2

5.4

39.4

42.2

42.2

42.3

46.1

4.3

6.0

57.7

57.8

55.9

51.8

6.4

1.9

4.8

24.0

23.8

7.3

区分
三　成　分

26

25

24

23

22

年度

56.3

灰分
不燃物・
その他

 ※他市町村等からの搬入ごみ量を含む     （単位：ｔ）

96

処　　　　　理

焼却

15,117

3,060

可燃物

14,682

13,869

1,836

2,942

2,948

2,873

2,743

1,10979

91

4,468

5,001

56,034

3,666

15,290

6,24151,725 57,404

358

57,089

303

6,525

高岡市分

49,476

50,278

古紙等
資源化

274

288

他市分

木質
チップ

埋立焼却

処　　　　　理

資源化

(4) リサイクル関連施設への搬入・処理量の推移

年度

容器包
装

粗大可燃物

24

焼却残灰

6,064

6,214

5,399

5,468

5,679

計

54,875

55,746

15,475

粗大

707

28,742

直接
搬入

1,514

0

61

搬　　　　　入

許可業者処理

1,234

26

24

2,790

区分

容器
包装

計

2,63523

12,669 2,7333,873 11,6507051,071 1,239

12.3

9.1

12.3

24.2

869

105

6.2

1,361

5.3

2.5

51,059

13,603

5,769

1,514

11,982

再使用
びん

5,641

焼却

1,2290

27.2

787

60.1 2.620.711.3

紙・布類 木竹類 厨芥類ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

○　ごみ質の推移（燃やせるごみ）(H26年度は、環境クリーン工場稼働日までのデータ）

290

25

資源
再生

2,758 2,703

粗大
金属

1,377 6,2462,654

組　成　（乾燥重量比率）

（単位：％）

3,285

2,954

その他

2,9584,571

12,967

12,520

5,523

56,82825

853

3,592

5,769

3,123

22

市収集 計

市　収　集

261

粗大可燃物

5,460

5,399

21,344

他市分

直接搬入

5,468

1,229

1,258

市収集

21,247

20,588

29,176

搬入

28,027

1,605 57,707

計

55,149

区分

20,494

28,720

民間等

5,679

20,039

年度

22

23

7,64826

当該年度発生量

区分

年度

6,356

6,7231,597

1,227

1,214

2,696

搬入粗大870
木質系 201

段ﾎﾞｰﾙ・紙ﾊﾟｯｸ・再使用びん1,516

粗大金属 865、高分子 747 、
選別古紙 157
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(4) 不燃焼物処理場の搬入量の推移

①　搬入量の推移 （単位：ｔ）

区分

年度

ガラス

陶磁器類 土砂等 小計 不燃物 汚泥等 小計

22 985 1,312 2,297 550 0 550 95 5,539

23 958 1,063 2,021 893 0 893 101 5,693

24 942 1,071 2,013 407 0 407 110 5,655

25 912 1,335 2,247 302 0 302 115 5,929

26 675 1,117 1,792 681 0 681 105 5,034

②　埋立量の推移

（ｔ） （ｔ） （m
3
） （m

3
） （m

3
）

22

23

24

25

26

(5) 資源化できるごみ処理量と売却額及び処理委託額
区分

金属類 古紙類 ビン類 ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ容器
廃プラスチッ

ク、木くず 合計

年度 (t) (t) (t) (t) (t) (t) (t) (千円) (t) (千円)

1,062 1,124 397 364 2,947 75,102 3,963 4,288

331 154 1,100 831+208 2,624 △ 62,907 1,688 △ 3,865

1,062 1,455 551 364 1,100 1,039 5,571 5,651

998 1,181 399 336 2,914 75,317 5,287 9,745

327 122 1,089 755+225 2,518 △ 61,077 230 △ 2,178

998 1,508 521 336 1,089 980 5,432 5,517

1,171 1,730 404 361 3,666 62,210 4,848 7,455

324 138 1,094 737+217 2,510 △ 60,035 576 △ 2,460

1,171 2,054 542 361 1,094 954 6,176 5,424

1,067 1,774 416 356 3,613 71,299 5,026 3,398

312 146 1,106 869＋143 2,576 △ 68,274 220 △ 2,083

1,067 2,086 562 356 1,106 1,012 6,189 5,246

972 1,618 574 350 3,514 60,521 4,696 7,094

306 150 1,075 815+201 2,547 △ 70,482 213 △ 2,078

972 1,924 724 350 1,075 1,016 6,061 4,909

※中間処理費を含んで計上している。

26

売却額
処理委託費

※累計値は昭和56年7月以降のもの

　平成21年度からの埋立残余容量は、D地区埋立容量(115,000m
3
）を含めている。

古紙類
回収量

114,600567,4018,593

処理量（上段は売却、中段は処理委託、下段は合計）

集団回収市　　　収　　　集

6,500 573,502

8,481

8,708

8,185

7,612

埋立残余容量埋立量

121,100

8,593

年度
搬入量

市　収　集 不燃物
（ストック

ヤード分）

搬入量累計

民　間　持　込

※市収集分について、平成22年度までは「汚泥等」と区分していたが、平成23年度からは「土砂等」と区分することとする。

埋立量累計

合　　計

133,1008,481 541,917 5,900 555,002

焼却
残灰

126,600

8,184 558,808 5,500 567,002

108,500

8,707 550,624 6,500 561,502

22

23

24

25

売却額

処理委託
費

7,612 575,013 6,100 579,602
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　○　使用済み乾電池・蛍光管等資源化処理状況 （単位：㎏）

民間の処理施設に処理委託

　○　犬、猫等の死体処理状況 （単位：体）

有　　料

22 14

23 8

24 16

25 7

26 17

平成25年度 50,890

(7) 犬・猫等の死体処理

  飼い犬、飼い猫については、一体の収集につき2,160円、直接持ち込みされる場合は、一体につ
き300円で処理している。また、飼い主が不明なものについては、無料で収集処理している。

25,590

持　込
（有　料）

87 729

558 574

95

655

524 532

　蛍　光　管　等

21,530

38,660

45,640

20,240

26,20043,670

(6) 有害ごみ処理状況

年度

平成24年度

平成22年度

平成23年度

使　用　済　み　乾　電　池
種類

567

平成26年度 42,190

計

58

17,980

区
分

収　　　集

635 642

625

81

無　　料
合　　計

614505 519

104 636

550

28



７　ごみ処理施設における排ガス及び排水等の測定値

(2)　不燃焼物処理場（浸出液処理施設放流口）の放流水の測定値

10以下

不検出

不検出

0.0000720.0000510.000930.0017

不検出 不検出
検出

されないこと
不検出

1未満

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

不検出

２６年度

7.6

0.5未満

5.2

25年度

7.8

0.9

4.5

１未満

不検出

24年度

0.5未満

5.0

1未満

23年度

7.8

1.2

6.5

不検出

不検出

不検出

不検出

1未満

7.8

不検出

不検出

不検出

不検出

0.1以下

0.1以下

２号炉

３号炉

BOD

COD

S　 S

カドミウム及び
その化合物

硫黄酸化物

２号炉

１号炉

5

0.15

700

250

ｎｇ-TEQ/m
3
Ｎ

ｇ/m
3
Ｎ

約９２号炉

３号炉

ばいじん

ダイオキシン類

３号炉

２号炉

１号炉

１号炉

窒素酸化物

塩化水素

１号炉

２号炉

３号炉

ｍｇ/m
3
Ｎ

ｐｐｍ

１号炉

３号炉

ｍｇ/l

ｍｇ/l

規制値

5.8～8.6

60以下

90以下

m
3
Ｎ/ｈ

鉛及び
その化合物

1.4

7.5

ｍｇ/l

不検出

不検出

1未満ｍｇ/l

ｍｇ/l

ダイオキシン類
濃度

測定項目

Ｐ　Ｈ

22年度

不検出

不検出

不検出シアン化合物

水銀及びその他
の水銀化合物

アルキル
水銀化合物

0.042

0.026

―

測定項目 炉　名 規制値単　位

0.084

25年度 ２６年度24年度

0.001未満

0.001未満

0.034

0.026

0.031

0.022

0.052

0.001未満

0.001未満

―

35 32 ―

0.0009未満

0.001未満

0.001未満

0.002

65

0.24

0.15

0.22

31

101

74

81

0.23

0.22

0.20

57

65

74

76

ｍｇ/l

78

―

0.21

0.21

20

51

―

62

66

(1)　環境クリーン工場の排ガスのばい煙測定値(H26年度は、環境クリーン工場稼働日までのデータ）

0.0001

1以下

0.005以下

単位

ｍｇ/l

Pｇ-TEQ/l

ｍｇ/l

6.5

60以下

29
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第 6 章 事業系一般廃棄物

1 事業系一般廃棄物の処理
  事業系一般廃棄物については、自己処理が原則であるが自己処理できない場合は、直接搬入

するか、許可業者による収集・処分を実施している。本市の一般廃棄物収集運搬業者及び処分

業者は現在 17 業者を許可しており､収集運搬業者が収集し本市の処理施設に搬入した事業系一

般廃棄物については、高岡地区広域圏事務組合（高岡広域エコ・クリーンセンター）・不燃焼物

処理場で処理している。また、し尿は、旧高岡市区域は、四屋し尿処理施設（四屋浄化センタ

ー内）・旧福岡町区域は、クリーンシステムとなみで処理している。

平成 27 年度一般廃棄物処理業許可業者（五十音順）      （平成 27 年 4 月１日現在）

業 者 名 住 所 許可の区分 種類 処 分 先

1
柴垣商店

（代表）柴垣 英男

高岡市野村寿町

978-8

収集・運搬 ごみ 高岡広域ｴｺ･ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

不燃焼物処理場

2
島田工業㈱

（代表）島田 博司

高岡市米島 480-3 収集・運搬 ごみ 高岡広域ｴｺ･ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

不燃焼物処理場

3
㈱スカイインテック

（代表）今堀 喜一

富 山 市 牛 島 新 町

5-5

収集・運搬 ごみ
高岡広域ｴｺ･ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

4
㈲高岡運輸

（代表）宮崎 錦蔵

高岡市波岡 133-1 収集・運搬 ごみ 高岡広域ｴｺ･ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

不燃焼物処理場

5

㈱高岡市衛生公社

（代表）島 小一

高岡市材木町 731 収集・運搬

処分（資源化）

ごみ、生し尿・浄化

槽汚泥、木質系一

般廃棄物他

高岡広域ｴｺ･ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

不燃焼物処理場

四屋し尿処理施設

6
㈲高岡クリーン環境

（代表）新田 利幸

高岡市能町 555－

417

収集・運搬 ごみ 高岡広域ｴｺ･ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

不燃焼物処理場

7

デムラ工業㈱

（代表）出村 秋子

高岡市赤祖父

557-3

収集・運搬 ごみ、生し尿・浄

化槽汚泥
高岡広域ｴｺ･ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

不燃焼物処理場

四屋し尿処理施設

8
日本海ミール㈱

（代表） 姫野 十三秋

高岡市石丸 704-2 収集・運搬 魚腸骨 自社処理施設

（積替）

9
日重環境㈱

（代表） 渡 賢一

高岡市吉久

1-1-145

収集・運搬 ごみ 高岡広域ｴｺ･ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

不燃焼物処理場

10

ハリタ金属㈱

（代表）張田 真

高岡市福岡町本領

1053-1

収集・運搬

処分（資源化）

ごみ、木質系一

般廃棄物他
高岡広域ｴｺ･ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

不燃焼物処理場

自社処理施設

11

㈱ヒヨシ

（代表）喜多 良明

高岡市東海老坂石

原谷 12

収集・運搬

処分（資源化）

ごみ、木質系一

般廃棄物他
高岡広域ｴｺ･ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

不燃焼物処理場

自社処理施設

12
㈲福岡ｸﾘｰﾝ・ｱﾙﾌｧ

（代表）中井 宗義

高岡市福岡町下老

子４

収集・運搬 生し尿・浄化槽

汚泥                                                                        
ｸﾘｰﾝｼｽﾃﾑとなみ

13
富士見産業㈱

（代表）前田 賢一

東京都中央区銀座

二丁目 2 番 18 号

収集・運搬 ごみ 高岡広域ｴｺ･ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

不燃焼物処理場

14
北陸ポートサービス㈱

（代表）加治秀夫

富山市東岩瀬新川

町 380

収集・運搬 木質系一般廃

棄物他
自社処理施設

15
三友商事㈲

（代表）池田 文也

滑川市荒俣 25 収集・運搬 魚腸骨 自社処理施設

16
㈱美濃ラボ

（代表）岩田 美子

岐阜県海津市平田

町今尾 1195-1

収集・運搬 実験動物の死体 自社処理施設

17
㈱安田紙業

（代表）安田 藤一朗

高岡市戸出栄町 20 処分 紙管 自社処理施設
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２ 事業系一般廃棄物の減量化・資源化
本市では、近年のごみ量の増加が事業系ごみによるところが大きいことから、平成６年度｢高

岡市廃棄物の減量化、資源化及び適正処理等に関する条例」の制定を機に、事業系ごみの処理

責任の徹底と減量化・資源化を図るため、事業用大規模建築物（建築延面積 3,000 ㎡以上及び

建築延面積 3,000 ㎡未満で年間 50トン以上のごみを排出する事業所）の管理者に対し、廃棄物

管理責任者の選任届と減量化・資源化計画書の提出を義務づけている。

(1) 事業用大規模建築物の数
規模

区分
延べ床面積 3,000 ㎡ 年間排出 50 トン以上 計

店舗ビル 20 １７ 37

ホテル・結婚式場 6 0 6

工場等 79 2 81

医療機関 25 １ 26

オフィスビル 14 １ 15

その他の建築物 15 4 19

計 159 25 184

(2) 事業系一般廃棄物減量化・資源化等計画書の提出状況
年度

規模

26 年度（25 年度実績・26 年度計画）

提出 未提出 提出率

延べ床面積 3,000 ㎡ 125 34 78.6%

年間排出 50 ﾄﾝ以上 20 5 80.0%

計 145 39 78.8%

(3) 事業系大規模建築物から発生する事業系ごみの量

① ごみ総発生量の実績と計画                        （単位：t）

区  分 減量化・資源化量 処分量 総排出量

25 年度実績

3,997 5,367 9,364

42.7% 57.3% 100%

26 年度計画

3,884 5,173 9,057

42.9% 57.1% 100%


